
 

 

 

 

 

 新年がスタートして１か月がたちました。正月から３月までは行事が多く、 

あっという間に過ぎてしまうことを、「１月は行く、２月は逃げる、３月は去る」 

といいます。あと少しの日にちしかない３学期を毎日元気で楽しく過ごしてほし 

いなと思います。 

１月中旬から分散登校が始まりました。何人かから「分散登校でなんだか変な 

感じ」「曜日感覚がわからなくなる」とお話を聞きました。分散登校も長いようであっ 

という間です。通常の学校のリズムに戻せるように規則正しい生活を心がけましょう。 

 

心の健康を考えよう 
 

今までかぜなどの病気ではないけど、何となく体の調子がよくなかった経験

はありませんか。この原因は、心にあるかもしれません。心と体は繋がってい

ます。気持ちを切り替えたり心配事がなくなったりするなど、心が元気になら

なければ体の調子もよくなりません。これはだれでもあることです。 

心が元気になるには、自分の好きなこ

とや楽しいことをする・一休みする・友

達と遊ぶ・おしゃべりをする・おいしい

ものを食べるなどあります。「これなら自分にできそう」と思ったことをやっ

てみて自分にあった心が元気になる方法をみつけてみてください。 

 病気や体調が悪くならないよう食事・睡眠・運動・手洗い・うがい・マス

クの着用を心がけるように、心も元気にすごせるよう自分にあった心を元気

するための方法考えていきましょう。 

 

 

≪自分の気持ちをあらわしてみよう≫ 

                                 私たちは生活の中でいろんな気持ちにな

りますが、「おこっちゃだめ」「ないちゃだめ」

と、がまんしていないでしょうか。 

心を元気にする方法をしていても、気持

ちをおさえつけていると、体に良くない影

響がでてくることもあります。 

誰かに話してみるなど、自分の気持ちを

心にためこまないであらわすようにしてみ

ましょう。最初はうまくいかないかもしれ

ませんが、続けてみると、上手にできるよう

になりますよ。 
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～保護者の方へ～ 

始業式から元気に登校してくる児童の姿がみられてとてもうれしかったです。 

１月に入り全国的に感染者が倍近くなっており、本校も学級閉鎖をしたクラスもありました。落ちついてくれる

事を願いますが、感染者数の増加や分散登校期間の延長も予想されます。今後も朝の健康観察・検温の実施をお願

いします。また、欠席する場合や学校で体調が悪くなった場合の対応について再度ご確認ください。ご理解・ご協力

をお願いします。 

  

＜欠席する場合＞ 

・本人の体調が悪い場合だけではなく、ご家族の具合が悪い場合は、お子さん・兄弟関係も一緒に登校を見合わせ

てください。ただし、医療機関受診後に、「PCR 検査不要」・「元気なお子さん・兄弟関係は登校しても可能」と医

師の指示があった場合は、登校することができます。その場合は必ず担任等に医師による指示内容をお知らせく

ださい。 

・学級、学年閉鎖になった場合は、閉鎖になっていない兄弟関係も登校を控えるようお願いします。 

・本人または同居するご家族が PCR検査を受ける場合は、学校にご連絡ください。結果がでて保健所等の指示があ

るまでは登校を見合わせてください。 

 

＜学校で体調が悪くなり早退する場合＞ 

・発熱に関わらず体調不良で学校を早退する場合は、たとえ兄弟関係が元気であっても一緒に早退します。 

・早退後医療機関を受診し、PCR検査を受ける場合も学校に必ずご連絡ください。 

  

分散登校により生活のリズムか崩れてしまうことが考えられます。学校のリズムにもどせるように日頃とからわ

らない規則正しい生活を心がけて頂きますようよろしくお願いします。 


